
山形県文化遺産を活かした地域活性化事業
【計画の改善時期】

平成 年度

事業概要： 無し

事業概要： 無し

事業概要： 無し

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

山形県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

山形県教育庁文化財・生涯学習課が、本実施計画に係る全体の企画・調整や各補助事業に係る指導等を行い、補
助事業は次の団体が実施する。
山形県文化遺産を活かした地域活性化実行委員会 （会長：菊地和博）
構成団体：伝承文化支援研究センター

出羽庄内地域文化遺産による地域活性化実行委員会
置賜地区民俗芸能団体懇話会
最上地区民俗芸能団体懇話会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

山形県は、第６次山形県教育振興計画（平成27年５月）において、子ども達の郷土愛の醸成や文化財等の保存活用・継承への取り組みを施
策の基本方針の一つとして位置づけており、県として文化遺産を活用した地域活性化に重点的に取り組む必要性を示している。

また、民俗芸能活動の活発化と地域活性化を図るため、各地区代表者による山形県民俗芸能懇話会を組織し、地域ごとの団体が抱える課題
の集約をおこなっている。課題は、①後継者の育成、②発表機会の創出・情報発信、③財政基盤づくり、の３つに整理されており、総合的な
課題解決に向けて取り組むための体制確立を目指しているところである。

上記を踏まえ、本計画では、文化遺産を活用した継続的な地域活性化を図るため、民間と行政の連携のもと、平成26年度～平成33年度の
８ヵ年で、普及啓発に重きを置いた取組みを行うこととする。
※第６次山形県教育振興計画はURL（https://www.pref.yamagata.jp/ou/kyoiku/700001/rokkyoushin/6kyoushin-sakuteiban/6kyousshin-
keikaku）を参照

地域文化遺産活性化

平成 26 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

 民俗芸能をはじめとする文化遺産の継承活動に取組む人々の発表の場や情報交換の場を設けることで、継承への意
欲が向上、活動が活発化することが期待される。
 また、イベントへの参加や各種報道を通して、一般県民の文化遺産に対する関心や理解が深まり郷土愛の涵養が期
待される。

未定

地方公共団体
担当部局課

山形県教育庁 文化財・生涯学習課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 13,021 千円 平成31年度申請額： 1,508 千円

様式１－１



90 %平成 33 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 26 年度 【目標値】86 %

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
地域の行事に参加している児童(小６)の割合
(文部科学省「全国学力・学習状況調査」)

関連事業: ①②③

第６次山形県教育振興計画(平成27年５月)に基づいて設定。

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

設定根拠１：

-75% -128%

年度

83 ％ 81 ％ ％ ％ ％ ％

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 山形の宝 伝承文化フェスティバル 実施団体： 伝承文化支援研究センター

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 伝承文化支援研究センターの新規入会者数の増加（累計）

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：

地域の伝承文化及びその継承活動を、山形の素晴らしい宝物として多くの県民に紹介
し、地域活性化に資することを目的とした事業。

・民俗芸能のステージ上演 ・生業技術、伝統工芸技術の実演及び体験ブースの設置
・団体の活動内容紹介パネル等展示、解説

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

【現状値】 平成 28 年度 0 人 【目標値】 平成

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 32 年度

人

20% 20%

人 人 人1 人 1 人

事業②：

33 年度 5 人

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

最上地区民俗芸能フェスティバル 実施団体： 最上地区民俗芸能団体懇話会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒

多くの方々に広く伝承文化に触れていただく機会を持つことで、地域の宝として改め
て認識していただくよう、最上地区民俗芸能団体懇話会が主体となり、「最上地区民俗
芸能フェスティバル」を開催する。出演団体は最上地区民俗芸能団体懇話会より７団体
と、最上地区内外で伝承文化保存継承活動を行っている２団体を招待し、民俗芸能団体
のネットワーク拡大と相互交流による継承活動活発化を目指す。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 最上地区民俗芸能団体懇話会の登録団体数の増加

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 17 団体 ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 19 団体

事業概要：

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

団体 17 団体 団体 団体 団体 団体

0%

様式１－１別紙②



平成 32 年度 平成

事業③： シンポジウム 置賜地区の民俗芸能の未来（仮称） 実施団体： 置賜地区民俗芸能団体懇話会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 32 年度

事業概要：

置賜地域の民俗芸能は、少子高齢化や過疎化の厳しい状況の中で継承困難に直面して
いる団体が多い。シンポジウムでは、この状況をいかにして乗り越えていくかの観点か
ら、継承を希望する若者獲得の事例、集客力アップを試みている事例、保存会会員の減
少に歯止めがかからない事例など種々の事例を出し合い、今後各団体が地域文化に誇り
を持って活動に取り組んでいける知恵や方法を探る。 第１部
基調講演 第２部 パネルディスカッション

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 置賜地区民俗芸能団体懇話会への新規入会団体数（累計）

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 0 団体 ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 2 団体

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

団体 団体 団体 団体 団体 団体


